
特集特集

を
踏
ま
え
た
「
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
の
方
針
」

が
同
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
国
会
に
提

出
さ
れ
た
「
年
金
制
度
の
機
能
強
化
の
た
め
の
国
民

年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」、「
雇
用
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
令
和
2
年
通
常
国

会
で
成
立
）、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
児
童

手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」、「
全
世
代
対
応

型
の
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
令
和
３
年
通
常

国
会
で
成
立
）
等
に
よ
り
、
被
用
者
保
険
の
適
用
範

囲
の
拡
大
、年
金
受
給
開
始
時
期
の
選
択
肢
の
拡
大
、

在
職
老
齢
年
金
制
度
の
見
直
し
、
70
歳
ま
で
の
就
業

機
会
の
確
保
、
中
途
採
用
・
経
験
者
採
用
の
促
進
、

介
護
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
交
付
金
の
抜
本
強
化
、
介
護

予
防
・
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
政
策
の
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
推
進
、
不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用
、
待
機

児
童
の
解
消
に
向
け
た
保
育
所
の
整
備
、
男
性
の
育

児
休
業
の
取
得
促
進
、
都
道
府
県
の
医
療
計
画
に
新

興
感
染
症
等
へ
の
対
応
を
位
置
づ
け
る
等
の
医
療
提

供
体
制
の
改
革
、
一
定
以
上
所
得
の
後
期
高
齢
者
の

自
己
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
（
２
割
）、
紹
介
状
な

し
で
外
来
受
診
し
た
場
合
の
定
額
負
担
が
必
要
と
な

る
医
療
機
関
の
対
象
範
囲
拡
大
等
が
行
わ
れ
た
。

　「全世代対応型社会保障法案」（医
療保険各法、医療法、介護保険法な
ど主に11本の関係法律の改正）が
2023（令和５）年 5月 12 日に
成立しました。出産育児一時金に係
る後期高齢者医療制度からの支援金
の導入、後期高齢者医療制度の保険
料負担率の段階的引き上げ、かかり
つけ医機能が発揮される制度整備等
が行われます（施行期日は一部を除
き 2024（令和６）年 4月１日）。
その内容をみていきます。

　「
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
」
を
引
き
継
ぎ
、

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
11
月
に
第
１
回
会
合
が
開

催
さ
れ
た「
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
」は
、「
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
」
の
確
立
に
向
け
て
、
総

合
的
な
検
討
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
12
月
に
報
告
書
を

と
り
ま
と
め
た
。

　
こ
の
構
築
会
議
の
報
告
書
を
受
け
、
医
療
保
険
各

法
、
医
療
法
、
介
護
保
険
法
な
ど
主
に
11
本
の
関
係

法
律
を
改
正
す
る
「
全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
２
０
２
３
（
令
和

５
）
年
の
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
、
5
月
12
日
に
参

議
院
本
会
議
で
可
決
・
成
立
し
た
。

　
同
改
正
法
の
主
な
内
容
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
（
図
１
）。

１
．
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
拡
充

①�

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を
引
き
上
げ
る（
※
）

と
と
も
に
、
支
給
費
用
の
一
部
を
現
役
世
代
だ
け

で
な
く
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
も
支
援
す
る
仕
組

み
と
す
る
。

　（
※
）�

42
万
円
→
50
万
円
に
２
０
２
３
（
令
和
５
）

「
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
」の

確
立
を
目
指
し
て

　
日
本
は
本
格
的
な
「
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
時

代
」
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
処
す

る
た
め
、
社
会
保
障
政
策
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を

総
合
的
か
つ
明
確
に
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

２
０
１
９（
令
和
元
）年
９
月
か
ら
開
催
さ
れ
た「
全

世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
」
で
は
、２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
12
月
に
最
終
報
告
を
と
り
ま
と
め
、
こ
れ

「
全
世
代
型
社
会
保
障
」の

実
現
に
向
け
て
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３
．
医
療
保
険
制
度
の
基
盤
強
化
等

①�

都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計
画
に
つ
い
て
、
計
画

に
記
載
す
べ
き
事
項
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

都
道
府
県
ご
と
に
保
険
者
協
議
会
を
必
置
と
し
て

計
画
の
策
定
・
評
価
に
関
与
す
る
仕
組
み
を
導
入

す
る
。
ま
た
、
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
都
道
府

県
の
役
割
お
よ
び
責
務
の
明
確
化
等
を
行
う
。
計

画
の
目
標
設
定
に
際
し
て
は
、
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
効
果
的
・
効
率
的
に
組
み
あ
わ
せ
た
提
供

や
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
確
保
の
重
要
性
に
留

意
す
る
こ
と
と
す
る
。

②�

都
道
府
県
が
策
定
す
る
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針

の
運
営
期
間
を
法
定
化
（
6
年
）
し
、
医
療
費
適

正
化
や
国
保
事
務
の
標
準
化
・
広
域
化
の
推
進
に

関
す
る
事
項
等
を
必
須
記
載
と
す
る
。

③�

経
過
措
置
と
し
て
存
続
す
る
退
職
被
保
険
者
の
医

療
給
付
費
等
を
被
用
者
保
険
者
間
で
調
整
す
る
仕

組
み
に
つ
い
て
、
対
象
者
の
減
少
や
保
険
者
等
の

負
担
を
踏
ま
え
て
廃
止
す
る
。

４
．
医
療
・
介
護
の
連
携
機
能
お
よ
び
提

供
体
制
等
の
基
盤
強
化

①�

か
か
り
つ
け
医
機
能
に
つ
い
て
、
国
民
へ
の
情
報
提

供
の
強
化
や
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
の
報
告
に
基
づ

く
地
域
で
の
協
議
の
仕
組
み
を
構
築
し
、
協
議
を

踏
ま
え
て
医
療
・
介
護
の
各
種
計
画
に
反
映
す
る
。

②�

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

医
療
保
険
者
と
介
護
保
険
者
が
被
保
険
者
等
に
係

る
医
療
・
介
護
情
報
の
収
集
・
提
供
等
を
行
う
事

業
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
介
護
保
険
者

が
行
う
当
該
事
業
を
地
域
支
援
事
業
と
し
て
位
置

づ
け
る
。

年
4
月
か
ら
引
き
上
げ
（
政
令
）、
出
産
費

用
の
見
え
る
化
を
行
う
。

②�

産
前
産
後
期
間
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
料（
税
）

を
免
除
し
、
そ
の
免
除
相
当
額
を
国
・
都
道
府
県
・

市
町
村
で
負
担
す
る
こ
と
と
す

る
。２

．�

高
齢
者
医
療
を
全
世

代
で
公
平
に
支
え
合

う
た
め
の
高
齢
者
医

療
制
度
の
見
直
し

①�

後
期
高
齢
者
の
医
療
給
付
費

を
後
期
高
齢
者
と
現
役
世
代

で
公
平
に
支
え
あ
う
た
め
、

後
期
高
齢
者
負
担
率
の
設
定

方
法
に
つ
い
て
、「
後
期
高

齢
者
１
人
当
た
り
の
保
険

料
」
と
「
現
役
世
代
１
人
当

た
り
の
後
期
高
齢
者
支
援

金
」
の
伸
び
率
が
同
じ
と
な

る
よ
う
見
直
す
。

②
前
期
高
齢
者
の
医
療
給
付
費

を
保
険
者
間
で
調
整
す
る
仕

組
み
に
お
い
て
、
被
用
者
保

険
者
に
お
い
て
は
報
酬
水
準

に
応
じ
て
調
整
す
る
仕
組
み

の
導
入
等
を
行
う
。
健
康
保

険
組
合
連
合
会
が
行
う
財
政

が
厳
し
い
健
保
組
合
へ
の
交

付
金
事
業
に
対
す
る
財
政
支

援
の
導
入
、
被
用
者
保
険
者

の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

の
負
担
が
大
き
く
な
る
場
合

の
財
政
支
援
の
拡
充
を
行

う
。
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全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律の概要図1

図1～5…第13回全世代型社会保障構築会議（令和5年2月24日）資料1より
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地
域
に
根
ざ
し
た

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
兵
庫
県
神
戸
市
に
あ
る
医
療
法
人
社

団
渾
深
会
は
、「
困
っ
て
い
る
人
を
、

医
療
・
介
護
を
通
し
て
助
け
る
」
と
い

う
法
人
理
念
の
も
と
、
地
域
に
根
ざ
し

た
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
。

　
法
人
施
設
は
、
昭
和
34
年
に
開
院
し

た
奥
知
外
科
医
院
を
は
じ
め
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
神
楽
」、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
と
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
複
合
施
設「
更
紗
」

を
運
営
し
、
主
に
神
戸
市
の
兵
庫
区
、

長
田
区
、
中
央
区
の
在
宅
医
療
・
介
護

を
支
え
て
い
る
。

　
同
法
人
は
、
地
域
で
在
宅
医
療
を
行

う
医
療
機
関
が
少
な
か
っ
た
開
院
当
時

か
ら
往
診
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

立
ち
上
げ
た
際
に
は
、
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
に
も
力
を
入

れ
、
地
域
の
支
援
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
か
た
ち
で
事

業
を
展
開
し
て
き
た
。
認

知
症
高
齢
者
の
増
加
に
対

し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
と
と
も
に
、「
通
い
」、

「
宿
泊
」、「
訪
問
」
を
一

体
的
に
提
供
す
る
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
を
併

設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
で
生
活
し
続
け
る
こ
と

を
支
え
て
い
る
。

　
現
在
、
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
、
看
護
師
20

人
を
擁
す
る
市
内
で
も
有

数
の
規
模
と
な
っ
て
お

り
、
垂
水
市
に
サ
テ
ラ
イ

ト
を
開
設
し
て
エ
リ
ア
を

拡
大
し
て
い
る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
同
法
人
は
令
和
4
年
9
月

に
神
戸
市
の
公
募
事
業
の
採
択
を
受

け
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
鵠
芭
」
を

開
設
し
た
。

　
老
健
を
開
設
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、

理
事
長
の
奥
知
博
志
氏
は
次
の
よ
う
に

説
明
す
る
。

　「
神
戸
市
は
、
全
国
と
同
様
に
高
齢

化
が
進
行
し
、
要
介
護
認
定
者
が
毎
年

２
０
０
０
人
ほ
ど
増
加
す
る
な
か
、
市

内
全
体
の
老
健
の
定
員
数
は
平
成
27
年

か
ら
20
床
の
増
床
に
と
ど
ま
り
、
直
近

4
年
間
（
令
和
3
年
度
時
点
）
で
新
規

開
設
し
た
老
健
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
く
に
、
開
設
地
の
兵
庫
区
は
市

内
で
も
高
齢
化
が
進
ん
だ
地
域
に
も
関

わ
ら
ず
、
介
護
施
設
が
少
な
く
、
在
宅

復
帰
の
機
能
を
担
う
老
健
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
老
健
の
新
設
を

計
画
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
当
法
人

で
は
新
規
の
事
業
計
画
を
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
で
、
土
地
の
確
保
で
目
途
が
つ

在宅復帰に向けて
オーダーメイドのリハビリを提供

　福祉医療機構では、地域の福祉医療基
盤の整備を支援するため、有利な条件で
の融資を行っています。今回は、その融
資制度を利用された兵庫県神戸市の介護
老人保健施設「鵠芭」を取りあげます。
同施設は、リハビリ専門施設として在宅
復帰に向けてオーダーメイドのリハビリ
を提供しています。施設概要や実践する
取り組みについて取材しました。

— 兵庫県神戸市・医療法人社団渾深会　介護老人保健施設 鵠
た づ は

芭 —
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施設の概要施設の概要

〒 652−0041
兵庫県神戸市兵庫区湊川町 6 丁目 4−12
  TEL   078−578−3333　
  FAX   078−578−3335
  URL   http://tazuha.com/

開　　設：令和 4 年 9 月
理 事 長：奥知　博志
入所定員：80 人
併設施設：ショートステイ、通所リハビリテーシ

ョン、訪問リハビリテーション
法人施設：奥知外科医院／訪問看護ステーション「神楽」／認知症対応型共同生活介護・小規

模多機能型居宅介護「更紗」

医療法人社団 介護老人保健施設 鵠芭渾 　 深 　 会
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